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一庫ダムの
事前放流

一庫ダムでは、平成30年７月豪雨において異常洪水時防災
操作を行ったことにより河川の増水を招いてしまったことを
受け、洪水調節の機能向上となる事前放流の検討を行い、令
和元年９月１日から事前放流を実施しています。

■事前放流とは
ダムの能力を超える大雨が予測された場合に、ダムに貯まっている水の一部を事前に放流し、洪

水を貯め込むための空き容量を一時的に増やす操作のことです。

■事前放流の効果
より多くの洪水を貯め込むことができるため、ダムが満杯になるのを回避したり、満杯までの時間

を遅らせることで、ダムの洪水調節機能が強化されダム下流の浸水被害の軽減を図ることができます。

雨の多い季節に、あらかじ
め貯水位を下げて洪水を貯め
るための容量を確保していま
す。

大雨が降り洪水になると、
ダムに流入する一部を貯水池
に貯め、下流の水位を低くお
さえ、被害を小さくします。

大雨の後の貯水池は洪水を
貯めた分、水位が高くなって
いるので、次の洪水に備え、
下流の川の状態を見ながら貯
めた水を放流します。

■一庫ダムにおける事前放流の条件
近年は台風の進路予測や降雨予測精度が向上し、数日前から大雨の可能性を予見できるようにな

りました。事前放流は、気象庁が発表する降雨予測をもとに判断し、洪水が予想される最大３日前
から事前放流を行います。

※異常洪水時防災操作とは、ダムが満杯になると予測された場合、ダムに流れ込んだ量を等しくなるまで
放流量を増加させる操作のこと。

流
量
・
貯
水
位

時 間

流入量

放流量

貯水位

ダムに
貯　留

洪水時最高水位

洪水貯留準備水位

洪水量（200㎥/s）

異常洪水時
防 災 操 作 流

量
・
貯
水
位

時 間

流入量

放流量

貯水位

ダムに
貯　留

洪水時最高水位

洪水貯留準備水位

洪水量（200㎥/s）

事前放流
にて確保

流
量
・
貯
水
位

時 間

流入量

放流量

貯水位

ダムに
貯　留

洪水時最高水位

洪水貯留準備水位

洪水量（200㎥/s）

異常洪水時
防 災 操 作 流

量
・
貯
水
位

時 間

流入量

放流量

貯水位

ダムに
貯　留

洪水時最高水位

洪水貯留準備水位

洪水量（200㎥/s）

事前放流
にて確保

【事前放流の実施方法】
◦事前に放流するダム貯水量は、最大約150万㎥
◦事前放流によるダムからの放流は、最大毎秒100㎥
◦多田院地点の河川水位が4.2ｍ（水防団待機水位）未満となるように事前放流を行います。

事前放流を実施した場合事前放流を実施していない場合

ダムが満杯になり、
異常洪水時防災操作に移行

※図中の数字は流れている水の量（単位：毎秒㎥）

❶ 洪 水 に 備 え る ❸ 次 の 洪 水 に 備 え る❷ 洪 水 を 貯 め る

3　かわにしの水道・下水道 Vol.49




